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高校生による日常的な「はがき新聞」の活用実践 

－生徒の発想と表現力を高めるために－ 

Daily Use of ‘Postcard Newspapers' by High School Students  

－ Enhancing Students' Creativity and Expressive Skills － 

福田浩三 

Kozo FUKUDA 

（兵庫県立伊川谷高等学校） 

 

１．はじめに 

 

 「はがき新聞」とは，児童生徒がはがきサイズ

を主とする制約ある大きさの紙面に読み手意識を

もって新聞形式で要点をまとめ，表現する取組み

であり，様々な実践例がウェブや書籍等にて紹介

されている。しかし，その実践例は小中学校の児

童生徒のものが多数を占め，高校における実践例

は限られている。そこで今回，筆者が勤務した兵

庫県立伊川谷高等学校にて2019年度から2025年度

までの７年間，公益財団法人理想教育財団より助

成を受けて行なった「はがき新聞」の実践につい

てテーマ別に分類し， 

・実践の概要（目的・進め方・考察） 

・生徒の作品 

の順にまとめ，ここに報告する。 

 兵庫県立伊川谷高等学校は，2022年度から2025

年度までの４年間，一般社団法人日本新聞協会の

NIE実践指定校であり，また2023年入学生について

は全員が「朝日中高生新聞（週刊）」を２年間継続

して提供を受けるなど，常に新聞が身近にある環

境であった。実践対象は筆者が当時担当した学年

の生徒200名もしくは学校設定科目「コミュニケー

ション基礎」を受講する30名であり，授業や特別

活動等で他の教員も自由に「はがき新聞」を活用

できるよう，複数のサイズ，形式（縦・横・枠の

様式等）の「はがき新聞」用紙をあらかじめ用意，

保管した。 

筆者は本稿における各実践に，クラス担任・学

年主任・授業担当として関わった。「はがき新聞」

は実践内容により，はがきサイズ・Ａ５サイズ・

Ｂ２ワイドサイズを使用したが，特にはがきサイ

ズの用紙は学校行事が行なわれる毎に，その感想

を生徒に「はがき新聞」で表現させることで，生

徒が「はがき新聞」を日常的に作成する環境を整

えた。完成した作品は，「透明ポケットミテモテ（理

想教育財団提供）」を活用する，またはカラー印刷

を行ないホームルーム教室棟の廊下に掲示するこ

とで，学年の生徒全員が自由に閲覧できるように

した。これにより，生徒は他者の作品を次回の自

作品の参考にするなど，表現力の向上に繋げた。

さらに，学年内で「はがき新聞」の生徒相互評価

を行なうなど，生徒間での「はがき新聞」作成に

対する意欲向上に努めた。 

また筆者は，近年の児童生徒の手紙を書く経験

が少ないことに着眼し，「はがき新聞」実践の一環

として，日本郵便株式会社が行なう「手紙の書き

方体験授業」での教材支援（官製はがきを生徒人

数×２枚）を受け，「はがき新聞」を実際に生徒の

手で投函させる実践も行なった。これにより生徒

は，はがきの出し方について経験をもとに学んだ。 

  

図１ 「はがき新聞」の相互評価の様子 

※Ａ５サイズの「はがき新聞」のため，スキャナー

で取り込み，カラー印刷したものを掲示 
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２．「はがき新聞」の実践 

 

２.１ 卒業レポートの作成 

（１）概要・目的 

高校生活三年間の「総合的な学習の時間」で学

んだ内容の集大成として，生徒が自由にテーマを

設定しレポート作成を行う中で，適切な表現方法

について考えた。作成したレポートは廊下に掲示

して，生徒は自分のクラスの作品から内容やデザ

インを考慮した上で各自３作品を投票し，クラス

毎に上位３作品を決定した。 

本実践は筆者の「はがき新聞」を用いた初の実

践であり，次年度以降本格的に「はがき新聞」を

用いた教育を行うためのプレ実施であった。 

 

（２）実践データ 

対象：2017年入学生（３年）全６クラス224名 

時数：総合的な学習の時間 計６時間 

はがき新聞サイズ：Ａ５サイズ 

 

（３）実践のポイント 

・４時間程度で作成可能な適切な題材を考える。 

・型にはめず，できるだけ自由に書かせる。 

・生徒間で互いに内容を相談しながら制作できる

ようにする。 

 

（４）活動計画 

時間 学習内容 指導上の留意点 
1 
 

計画 
・ 

構想 

・卒業レポート作成について生
徒に説明を行う。 

・卒業レポートの課題設定を行
う。課題は複数の分野・テー
マを提示するが，基本的に自
由に設定する。 

・与えられた時数における作成
の流れを考える。 

・課題に基づいたレポート作成
に必要な資料について考え
る。 

・下書き用の用紙（縦
書き用・横書き用）
を配り，自分の課題
にあった用紙を選
択させる。 

・小中学生のはがき
新聞の作成例を提
示し，生徒に完成像
をイメージさせる。 

2～5 
 

作成 
 
 
 
 

完成 
・ 

提出 

・定まった紙面において，必要
な見出しと内容，資料等を精
査する。 

・レポートを読む人に，より内
容が伝わるレイアウトや文
面，効果的な色の使い方等に
ついて考える。 

・清書用紙を用いて作成を行
う。 

 

・生徒間で自由に意
見交換を行わせ，作
成内容に反映しや
すくさせる。 

・完成後にスキャナ
ーで取り込む事を
考慮し，コントラ
ストの強い配色を
心掛けさせる。 

・生徒番号，名前は裏
面に書かせる。 
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相互 
評価 

・完成作品を各作品に番号を割
り当て，クラス毎に廊下に掲
示する。 

・生徒は自分のクラスの作品か
ら優秀と思う推薦作品３点
を選ぶ。 

・今回は評価の観点
等については特に
指示を出さず，生
徒に自由な観点で
選ばせる。 

 

（５）今後の課題 

学年における「はがき新聞」の活用は今回が初

めてであったため，レポート作成にあたっての注

意事項等を十分に生徒へ伝える事もなく作成が行

われた。作成物の参考例を参照させれば，作成物

の平均的なレベルは向上すると考えられるが，同

時に生徒の自由な発想の幅を狭めてしまう事にも

繋がる筆者は考えた。そこで，時間を要するが，

指導者が指導する内容は最低限度の内容にとど

め，「はがき新聞」の活用実践を複数回行う事で生

徒自身に気付かせていくことが重要である捉え，

その中で以下の点を今後，「はがき新聞」の実践実

施前に検討しておくべきであると考える。 

・記載内容に対して，引用や参考文献として示す

必要性について先に学習する 

・見た目の華やかさやレイアウトのこだわりに終

始するのでなく，伝えるべき内容を伝える事が

できているかを重視する 

・レポートの題材が高校生として相応しいもので

あるかを検討する 

・生徒同士での相互評価のフィードバック方法に

ついて（今回は時間の都合上，生徒各自が自分

の推薦する作品を３作品選び，それを集計して

上位３位を決定するに留まった） 

 

（６）まとめ 

「はがき新聞」を活用した授業実践は，生徒の

表現力を高める事に有効であると考えられる。高

校生活３年間の中でこれを計画的に継続して行う

事で， 

・表現力を高める 

・決められたテーマについて学ぶ 

・評価の観点を学ぶ 

などの能力を生徒自身が高める事が可能であると

考える。  
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２.２ 「はがき新聞」の導入 

（１）概要・目的 

 生徒全員へのタブレット導入など，書くことに

よる学びが減っている現在において，「紙に書い

て思考力を養う」という学習は，その機会を生徒

に与えることが今後の教育活動において重要であ

ると考える。そこで，新入生に対して「限られた

紙面に伝えたい内容を効果的にまとめる」ことを

目的に，自己紹介文を「はがき新聞」にて作成

し，廊下へ掲示することで，相互共有を促した。 

 以後，学校行事の度にその感想を「はがき新

聞」にまとめる作業を行なうことで，教師が特別

な指導を行なわなくても，生徒は「はがき新聞」

で感想を書くのが当たり前の状態を作り出すこと

となった。 

 

（２）実践データ 

対象：2020年入学生（３年間）全５クラス201名 

  ：2023年入学生（３年間）全５クラス201名 

時数：2020年入学生は新型コロナによる緊急事

態宣言での自宅学習中の課題として実施。

2023年入学生は入学後のＬＨＲを活用 

はがき新聞サイズ：はがきサイズ 

 

（３）実践のポイント 

・自由な発想で「はがき新聞」を作成してもらう

ために，生徒への指示は図２の程度に留める。 

（４）「はがき新聞」のその後の活用について 

「はがき新聞」を教員がいつでも自由に活用で

きるよう，様々なサイズ，様式（縦・横書き用）

の原稿用紙決められた場所に置いたところ，教員

が独自に様々な形で活用した。その内容は， 

・推薦図書紹介（ＬＨＲにて） 

・進路の説明を受けて感想（ＬＨＲにて） 

・七夕の願い事（ＬＨＲにて） 

・６月のありがとう・７月の目標（課題） 

・修学旅行の英語での感想（英語コミュニケーシ

ョン，Ａ５両面） 

などであった。また，上記以外にも学年全体の取

組みとして， 

・行事ごとの「感想はがき新聞」の作成 

・夏休み進路課題をまとめよう（総合探究課題） 

を行なった。 

 

（５）まとめ 

生徒に入学後の早い段階で，「はがき新聞」を

作成することが当然という認識を持たせること

が，教育活動における日常的な「はがき新聞」の

活用に繋がることが分かった。また，作成された

作品を毎回廊下に掲示して，生徒間での共有を図

ることにより，行事の感想などの場合は単なる文

章の羅列に留まらず，他者に読まれることを意識

した「新聞」としての作品にまとめられた。さら

に，その紙面レイアウトは一般的な日刊紙の枠を

超え，生徒の感性に沿った独自進化を果たすもの

が多数現れた。 

 

（６）他の実践への発展 

はがきサイズの用紙に伝えたい内容をまとめる

ことに生徒が慣れた頃に，日本郵便株式会社の行

なう「手紙の書き方体験授業」の一環として，生

徒一人当たり２枚（およそ400枚）の官製はがき

の無料提供を受け，「手紙作文コンクール」に応

募するなど，実際にはがきの表書きを行ないポス

トに投函する体験を生徒に行なわせた。また，は

がきの送料が63円から85円に値上げされた時に

は，22円切手を用意して生徒に貼らすことで，切

手を貼る体験も行なわせた。 図２ 「はがき新聞」の説明プリント 
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２.３ SDGsレポートの作成 

（１）概要・目的 

近年，生活の場面でよく見られるSDGsについて，

その内容を理解すると共に，個人も世界と繋がっ

ているということを意識した行動を生徒に促すた

め，SDGsの全体学習の後，生徒が各自でSDGsに関

する課題を設定し，Ａ５用紙の「はがき新聞」を

作成した。作品は廊下に掲示することで，生徒間

の共有および相互評価をした。 

 

（２）実践データ 

対象：2020年入学生（１年）全５クラス198名 

時数：総合的な探求の時間 計４時間 

はがき新聞サイズ：Ａ５サイズ 

 

（３）実践のポイント 

 ・４時間程度で作成可能な題材を考える。 

 ・１人１台のタブレット端末を使用する初の調

べ学習である。 

  

（４）活動計画 

時間 学習内容 指導上の留意点 

1 
 

SDGs
講演会 

SDGs についての全体学習を行う。
Ｔ氏（株式会社さんぽう）によるSDGs
講演会『SDGs を知ろう』を開催し，
以下の点を中心に学習する。 
・世界と自分のつながり 
・社会の変化に対応する力 
・身近な課題の発見 
・課題解決の方法について 
 講演の最後にSDGs17のテーマ毎に
４～６ある課題（計80課題）から１
つを選び，次回以降の学習テーマと
する。 

・学年全体対象の講
演会であるが，生
徒は各教室にて
オンライン試聴
の形式で受講す
る。 

 
・生徒に適時メモを
取らせる。 

 

2～3 
 

調べ 
学習 
 

前回のSDGs講演会を受けて，選択
した課題について，以下の点に注意
しながらワークシートを用いて調べ
学習を行う。 
・なぜこの課題を選択したのか 
・調べたこと・分かったこと 
・SDGs達成のために必要なこと 
・自分が今からできる取り組み 

・１人１台タブレッ
ト PCを渡し，調
べ学習に活用さ
せる。 

・日経新聞第二部
（別刷）を配布
し，SDGs特集を参
考にさせる。 

3～4 
 

レポー
ト作成 

ワークシートに整理した内容を元
に，定まった紙面（はがき新聞A5サ
イズ）において，『人に伝わる内容・
表現』にこだわりレポートの作成を
行う。 
・必要な見出しと内容，資料等を精査 
・レポートを読む人に，より内容が伝
わるレイアウトや文面，効果的な色
の使い方等について考える。 
・引用元の記載等にも注意する。 

早めにレポートを
仕上げた生徒に
は，SDGsの自学自
習として『未来を
変える目標 SDGs
アイデアブック』
（一般社団法人
Think the Earth
編著）を読ませる。 

 

（５）今後の課題 

学年における「はがき新聞」用紙の活用は複数

回行なわれていたが，その内容はグループ学習や

１時間完結の学習などで，時間をかけた本格的な

調べ学習およびＡ５サイズの「はがき新聞」の活

用は今回が初めてであった。「はがき新聞」を用い

た効果的な表現法について，講義等を行なうまで

には至っていないのが実情であり，生徒間の相互

評価（クラスによっては図３のように，半透明付

箋に感想を書き，作品上に貼り合っていた）も含

め，「はがき新聞」を用いた表現法の学習も今後時

間を取って行いたい。 

 

（６）まとめ 

「はがき新聞」を活用した授業実践は，生徒の

表現力を高めることに十分に有効であると考えら

れる。高校生活３年間の中でこれを計画的に継続

して行うことで， 

・表現力を高める 

・決められたテーマについて学ぶ 

・評価の観点を学ぶ 

などの能力を生徒自身が高める事が可能であると

考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図３ 付箋が貼られたはがき新聞 



7 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

A5サイズ 



8 
 

２.４ 18歳成人レポートの作成 

（１）概要・目的 

実践を行なう学年は，成年年齢が18歳に引き下

げられる対象となる最初の学年であったため，総

合的な探究の時間を活用して「18歳成人」をテー

マに，以下の目的で人権教育プログラムを実施し

た。 

・生徒の目の前に迫った18歳成人に対する意識向

上と注意喚起 

・教員に対する時間的負担が生じない方法での人

権教育スキルの向上 

・専門機関が学校現場において講座を開講する際

に必要となる教育技術の供与 

本プログラムは外部講師５名（弁護士・税理士・

司法書士）により，クラス単位で５つの内容の人

権講座を実施，以後クラスをローテーションして

計５回，同内容の講座を実施することで，すべて

の講座について生徒がクラス単位で学習した。 

生徒は講義を受講することで成人になることへ

の意識を高め，今後注意すべき自らの行動等につ

いて考えた。また，毎回の講義について，振り返

りシートを記入した。そして，５回の講義修了後，

自分が興味関心をもったテーマについての調べ学

習を行い，Ａ５サイズの「はがき新聞」にまとめ

た。作成した作品は全員分を廊下に掲示すること

で，生徒同士が内容の共有と相互評価を行った。 

 

（２）実践データ 

対象：2020年入学生（３年）全５クラス194名 

時数：総合的な探究の時間 計８時間 

はがき新聞サイズ：Ａ５サイズ 

 

（３）実践のポイント 

・担任教員は自身の18歳成人に対する知識理解を

深め，それを今後の教育活動に活かすために，

毎回の講義を担当クラスの生徒と一緒に受講す

る。 

・外部講師は教員や生徒からの講義感想等のフィ

ードバックを次回の講義に反映（ワークショッ

プの導入，配付資料の改良など）することで，

高校生に対する講義力を高める。 

（４）活動計画 

①少年事件，少年犯罪［弁護士］ 

②税金・投資・保険等，社会生活にまつわるおカネの話［税理士］
③契約上のトラブル事例について［司法書士］ 

④インターネット・ＳＮＳにまつわる諸問題と近時の裁判例につ

いて［司法書士］ 
⑤就職・労働に関する基礎知識［司法書士］ 

 

（５）はがき新聞によるまとめ学習 

対象生徒は１年次より学年活動において「はが

き新聞」を活用しており，タイトルや小見出し，

全体のレイアウトの決め方等に慣れているため，

３時間の作成時間にてほとんどの作業が終了した。

作品は廊下に掲示し，「分かりやすいか」「独自の

意見や思いが伝わってくるか」「読みやすいか」「ま

とまっているか」を観点に相互評価を行った。ま

た，すべての作品は実際に講義を行った外部講師

にも評価依頼をし，以下のような講評を得た。 

・見た目の綺麗さやまとまり具合よりも，自分の

思うところがしっかり書かれた記事を選びました。

授業の内容以外にも，司法書士の仕事に興味を持

って下さった方がいた事がとても嬉しいです。 

・数名の方が，インターネットのサイトをそのま

まコピペされていましたが，そういうのはだいた

いバレます。大学の卒論などでやってしまうと取

り返しのつかないことになりますので気をつけま

しょう。 

 

（６）まとめ 

本プログラムでは，「正しい情報を選び理解す

る」「必要な情報がより相手に伝わる表現法の学習」

に重点を置き，18歳成人を題材にネット社会にお

ける他者とのコミュニケーション力の向上を図っ

た。「はがき新聞」の活用は，本プログラムのよう

にまとめ学習にはＡ５サイズのものを活用する事

がより高い学習効果を与えるものと感じた。 

時間 １組 ２組 ３組 ４組 ５組 

予告(6/6) 講師から学年の生徒へ予告 

講義１(6/13) ① ② ③ ④ ⑤ 

 教材・内容の修正 

講義２(9/5) ② ③ ④ ⑤ ① 

講義３(9/12) ③ ④ ⑤ ① ② 

 教材・内容の修正 

講義４(9/26) ④ ⑤ ① ② ③ 

講義５(10/3) ⑤ ① ② ③ ④ 

まとめ学習 
３時間 

事後学習（興味関心の高い内容のはがき新
聞へのまとめ） 



9 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A5サイズ 



10 
 

２.５ 「やさしい日本語」新聞書き換え講座 

（１）概要・目的 

 生徒が新聞記事を「やさしい日本語」を用いて

「はがき新聞」にまとめ直すことにより，母語で

ある日本語についての理解を深めるとともに，多

文化共生社会における情報伝達の手段としての文

章表現について考えた。新聞記事は，生徒各自が

より興味関心をもった内容となるように，「ひょ

うご新聞感想文コンクール」へ応募するため選ん

だものを用いた。 

Ａ５サイズの「はがき新聞」を用いることで，

単なる文章の書き換えでなく，限られた文字数，

紙面サイズという制約の中で，必要な情報を視覚

的にもより伝達しやすい形となるような創意工夫

を促した。完成した作品は生徒間での相互評価を

行うことにより，その表現の共有を行った。 

 

（２）実践データ 

対象：「コミュニケーション基礎」受講者 

2021年入学生（１年）30名 

2022年入学生（１年）30名 

2023年入学生（１年）29名 

2024年入学生（１年）28名 

 

時数：ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ基礎（学校設定科目）計５時間 

はがき新聞サイズ：Ａ５サイズ 

 

（３）実践のポイント 

・生徒の日本語力・表現力・ICT活用力がより高

まるような指導を心がける。 

・班別作業を最大限に活用し，生徒間で活発な意

見交換を行い作業が進むよう留意する。 

 

（４）活動計画 

時間 ★目標 ○学習内容 ・学習活動 指導上の留意点 

1 
 

特別 
講演 

・「やさしい日本語」の必要性につい
て考える 

・班ごとに話し合いながら実際に
「やさしい日本語」の書き換えを
行う。 

・個人で実施可能
な多文化共生の
社会の実現につ
いて考える。 

2～4 
 

書き 
換え 
実施 

・６人ずつの５班に分かれ，以後の
作業は班単位で行う。 

・各自選んだ新聞記事の中から，伝え
たい内容や要約に外せない箇所を
選び出す。 

・書き直す文章の
要約・文章変換の
時間配分を適切
に行う。 

 

・A5用紙への記入する見出し，写真
やイラスト等の有無を検討し，大
まかなレイアウトを考え，それを
元に記事の書き換え後の文章量
（文字数）を決める。 

・書き換えた文章を元に，視覚的に
も読み手に内容が伝わりやすくな
る様に文字やその他のデザインを
工夫する 

・書き直す文章に
おける必要な事
柄を考える。 

・適切な文章表現
および紙面レイ
アウトについて
検討する。 

・効率よく紙面作
りを行う。 

5 
 

発表 
 

・班内で１人３分間書き換えた記事
の発表を行う。発表では記事の読
み上げと，成果物（まとめたA5用
紙）の工夫点等の説明を行う。 

・班発表終了後，班代表作品を 1 つ
決める。 

・各班で選んだ５つの代表成果物の
全体発表を行う。 

・自分のまとめた
内容および工夫
点について正確
に理解する。 

・聞き手のことを
考えながら発表
を行う。 
 

 
※本講座で多文化共生に興味を持った生徒４名が後日，在籍生徒

の８割が外国籍である地元の夜間中学校を訪問し，「やさしい
日本語」を活用して生徒間交流を行った。 

 

（５）今後の課題 

 生徒が新聞記事をまとめ直した内容は，必ずし

も元となる新聞記事の要点を捉えたものとはいえ

なかった。「やさしい日本語」を用いてまとめ直

す前に，生徒が新聞記事を十分に読み込み理解す

る時間が必要であったと考える。また，講座を受

けた生徒全員が多文化共生社会を体感できるまで

のプログラムの開発が望まれるところである。 

 

（６）まとめ 

 今回「やさしい日本語」の書き換えに用いた記

事は，生徒が「ひょうご新聞感想文コンクール」

への応募のために選んだ新聞記事である。このた

め生徒は皆， 

・どのような文章にすれば，読んだ人に伝えたい

内容がよりよく伝わるか 

・伝えたい内容の要点をどのようにすればまとめ

られるか 

・興味関心が高まる紙面レイアウトにするにはど

うすればよいか 

等を踏まえながら，興味を持って書き換えに取り

組んでいた。実際の書き換え時間は３時間であっ

たが，もう少し時間をとった方がより良き作品に

なると感じられた。しかし少ない時間の中で，生

徒たちは話し合いやタブレット端末の活用により，

懸命に課題に取り組んでいた。 
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２.６ 壁新聞用紙の効果的活用 

（１）概要・目的 

壁新聞用紙は紙面の大きさを利用することで多

くの情報を伝えるツールとして発表等の場で活用

される。しかし，これらの紙面作成にはかなりの

時間を有することも少なくない。そこで本校では

壁新聞を大きな「はがき新聞」と捉え，生徒が職

業別進路ガイダンスで得た知識を短時間で共有可

能にするためのツールとして活用した。 

 

（２）実践データ 

対象：2023年入学生（１年）200名 

時数：ＬＨＲ 計２時間 

壁新聞サイズ：Ｂ２ワイドサイズ 

 

（３）職業別進路ガイダンスの開催 

本実践の事前準備として，ＬＨＲの時間を活用

し，職業別進路ガイダンスを実施した。本ガイダ

ンスでは職業を32の分野に分け，分野ごとの説明

は専門の外部講師が担当した。生徒は事前の希望

調査を元に，興味関心を持つ分野に分かれて50分

間のガイダンスに参加した。各分野における受講

人数は，最大22人から最小１人と分野によって

様々であった。生徒はガイダンスを受ける際，記

録を取り資料を手にすることで，参加した分野に

関する知識を得た。 

 

（４）グループワークによる壁新聞制作 

職業別進路ガイダンスを開催した翌週，同じ分

野の話を聴いた者同士がグループとなり，ＬＨＲ

の時間を活用して，体育館で制限時間内に解説壁

新聞を作るグループワークを実施した（図４，５）。

グループのメンバーは，話を聴いた分野の参加者

が多数の場合はその分野の参加者を複数のグルー

プに分け，１人の場合はその１人で１グループと

したため，学年全体で57のグループ数となった。 

最初に解説壁新聞の作成に関する説明を専門の

外部講師が全体に10分で行い，残り40分で生徒は

解説壁新聞を作成した。壁新聞の用紙は理想教育

財団の助成品を使用した。複数名の生徒がいるグ

ループでは，初めに記入する内容についてグルー

プ内で話し合い，各々が持ち寄ったメモや資料を

基に記事を作成した。壁新聞の紙面の大きさを活

用し，複数人で同時に紙面作成を行うグループも

多数あった。記入には太いマジックを用いた。完

成した壁新聞は，紙面をデジタルカメラで撮影す

ることで画像データ化した。 

 

（５）壁新聞による情報の共有 

データ化した壁新聞を分野別に４枚ずつまとめ，

Ａ３用紙にカラー印刷した（１つの解説壁新聞は

Ａ５サイズとなる）。これを生徒教室の廊下側窓に

掲示する（図６）ことで，誰もが廊下の通行時に

解説壁新聞を見て職業別進路ガイダンスの内容を

共有することとなった。 

 

（６）まとめ 

本実践では共有したい情報を短時間で紙面にま

とめる手段としてＢ２ワイドサイズの壁新聞用紙

に着目した。実質的な用紙記入時間は30分程度で

あったが，それでもはがきサイズ程度の情報を記

入することが可能であったことが，作成された壁

新聞から判断できる。また，紙面に掲載されてい

る情報が少ないことから，Ａ５サイズに縮小掲示

しても，判読に充分耐えうるものであった。その

作品ははがきサイズに縮小すると，はがきサイズ

で作成された「はがき新聞」と非常に似通ってい

た。これらのことから，壁新聞用紙も「はがき新

聞」と同様の活用法が見込まれるものと考える。 

 

 

 

 

 

  

図４ 体育館での様子  図５ グループでの様子 

図６ 縮小印刷し

廊下へ掲示  



13 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

B2ワイドサイズ 



14 
 

２.７ 校外学習の事前事後学習での活用 

（１）概要・目的 

 GIGAスクール構想により急速に進んだ教育のデ

ジタル化やSNSの発展の中，はがきを書いて実際

に投函するといった旧来の文化は今後，教育の過

程における体験により守られる重要な要素になる

と筆者は考えた。 

 そこで今回，本校の２年生が実施する京都遠足

を題材に，高校生に「はがきを書いて投函する」

経験を持たせると同時に，事前学習および事後の

振り返りにおける「はがき新聞」の活用，学年通

信における特集記事の掲載により，研修先である

京都への興味・関心・探究心を深めると共に自己

表現力を高める試みを行った。 

 

（２）実践データ 

対象：2023年入学生（２年）199名 

時数：家庭学習とＬＨＲ 計２時間 

はがき新聞サイズ：はがきサイズ（２枚） 

 

（３）実践の内容 

時間 ★目標 ○学習内容 ・学習活動 指導上の留意点 
 
  
 
 
 

事前
学習
① 

３月上旬に学年集会にて生徒に遠足
の行き先（京都市東山区）を発表，調
べ学習課題を官製はがきに行い，学
校の担任宛に３月 19 日必着で投函
するよう指示する。 
・級友との親睦および研修先への興
味・関心・探究心を深める 

・限られた紙面にて読み手に内容を
伝えるための表現を考える。 

・はがきの投函経験を持たせる。 
・はがきの宛名面の書き方における 
指導の要点を教師が把握する。 

・調べる内容は京
都に関すること
であれば可 

・Webで調べた内容
をそのまま写さ
ない 

・出展や参考文献
を明記する 

    
 

事前
学習
② 

・学校に届いた「はがき新聞」は，観
光・建物・食べ物・歴史・いろい
ろ，の５種に分別し，４月に学年
の廊下へ一斉に掲示した。生徒は
これらの作品を互いに確認するこ
とで，京都についての知識を深め
ると同時に，「はがき新聞」へのま
とめ方について考えた。 

学年通信に以下
の内容を掲載。 

・教員の京都遠足
下見の様子 

・京都の抱える課
題 

・京都の見どころ 
 

 
 

校外
学習 
の 
実施 
 
 

目的は以下の通りである 
・集団の一員としての自覚を高め，
規律ある行動を考える。 

・班ごとに主体的・計画的に行動し
ながら，お互いの親睦を深める。 

・古都京都の歴史や文化にふれ，そ
れらを学び豊かな心を育む。 

現地集合，班別に散策，集合場所にて
現地解散の形式で実施した。 

活動中に，「はが
き新聞」を用いた
下調べの内容の
確認や考察を可
能な範囲で行う
よう，事前に指示
する。 

事後
学習 

感想を「はがき新聞」にて作成，掲示
する。 

 

 

（４）結果と考察 

本実践を行った学年は，入学時から繰り返し

「はがき新聞」の作成を行っているため，見出し

の付け方や図・イラストの入れ方など，生徒の表

現力が高まっている。しかし，京都調べ学習にお

いては情報の出所や引用先を明らかにしていない

作品も多くあり，これらを明記に対する指導の必

要性を感じた。また，下調べをまとめた「はがき

新聞」を担任充てに投函するように指示をした

が，大半の生徒が学校住所の次に学校名を記載せ

ず担任名を書いていた。さらに， 

・敬称を付けていない 

・誤った敬称（〇〇先生様，伊川谷高校様など） 

・住所の修正を二重線で行う 

・差出人が住所のみで名前が書かれていない 

・はがきの表裏で上下が逆 

・必着日までに届かない 

など，はがきを出す習慣のない生徒への指導の要

点（敬称の付け方，必着の意味など）が明らかと

なった。これら以前は生活の中で得られた知識に

ついても，学習の機会を持つ必要があると考え

る。 

「はがき新聞」による生徒感想を読む限りで

は，生徒各々が京都遠足を楽しめていたことが分

かるが，各自が事前学習によって調べた内容の確

認に触れたものは少なく，「課題の設定」と「課

題の確認」という本来の目標は達成するにいたら

なかった。 

 

（５）まとめ 

「はがき新聞」の作成と「学年通信」の活用に

より，生徒は遠足当日だけでなく，その前後にお

いても京都について多面的に考える事ができた。

継続した「はがき新聞」の作成により，その作品

から生徒の「書くことによる表現力の向上」を見

て取れた。 
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２.８ オープンキャンパスはがき新聞 

（１）概要・目的 

 ２年次の夏季休業前に進路別ガイダンスを実

施し，生徒はそれを受けて夏季休業中に大学・専

門学校等のオープンキャンパスを２校以上参加

し，そのうちの１校について報告書を作成する課

題を課した。その際，従来は規定のワークシート

を用いていたが，該当学年の生徒については，ま

とめた内容を生徒間で共有することを目的に，

「はがき新聞」を用いることとした。 

 

（２）実践データ 

対象：2023年入学生（２年）199名 

時数：夏季休業中課題 

はがき新聞サイズ：Ａ５サイズ 

 

（３）実践のポイント 

・「はがき新聞」の作成を踏まえて，生徒がオー

プンキャンパスの説明をより集中して聴く 

・他者のまとめたはがき新聞を共有することで，

生徒は同じ学校においても自分の視点とは異な

る視点での学びを得る 

・就職希望者は職業調べ等，各自考えたテーマの

「はがき新聞」を作成する 

 

（４）実践の内容 
時間 ★目標 ○学習内容 ・学習活動 指導上の留意点 

 
  
 

進路
別ガ
イダ
ンス 

７月中旬に株式会社さんぽう主催で
進路別ガイダンスを実施，生徒は進
路別に下記９つの分野から事前に選
択していた希望分野について，その
内容を聴いた。 
・私立大学文系 ・私立大学理系 
・短期大学   ・看護医療系 
・専門学校（調理，製菓，製パン） 
・専門学校（上記以外） 
・就職 

ワークシートに
重要なポイント
をメモするなど
して，オープンキ
ャンパス参加時
の注意点等を把
握するよう促す 

オー
プン
キャ
ンパ
ス 

生徒が個々に希望する大学・専門学
校等のオープンキャンパス情報を調
べ，複数校参加する。参加の際，ワー
クシートに説明内容を記録し，後の
「はがき新聞」作成の準備を行なう。 

複数校参加する
ことで，それぞれ
の学校の特徴を
比較する 

 
はが
き新
聞の
作成 

オープンキャンパスに参加した学校
のうちの 1校について，ホームペー
ジ等の内容も参考にしながら，「他者
に見せる」事を意識した学校説明用
「はがき新聞」の作成を行ない，２学
期開始時に提出する。 

夏季休業中課題
として，しっかり
と提出を促す 

作品
共有 

掲示された作品を閲覧することで，
自分の気になる学校について他者視
点での学びを得る。 

作品を同じ分野，
学校毎に集めて
掲示する 

（５）結果と考察 

生徒の自主性を重んじ，本課題については夏季

休業前に図７に示す課題解説用紙を配布して，簡

単な全体説明を行なうのみに留めた。その結果，

生徒はオープンキャンパスには参加していたよう

であるが，生徒間で共有できるレベルの提出作品

が少なく，廊下に掲示して生徒が互いに内容を共

有するまでには至らなかった。しかし，提出作品

の中には「他者が見る」事を念頭に分かりやすく

まとめられたものも多数あり，生徒の進路に対す

る意識の違いを知る例ともなった。 

（６）まとめ 

オープンキャンパスで得た内容を「はがき新

聞」にして生徒同士で共有するという実践自体

は，志望校を他者視点で見るという観点からも面

白い試みであったと考える。また，本校では「は

がき新聞」掲示用の「透明ポケットミテミテ」は

はがきサイズのものしか用意しておらず，Ａ５サ

イズの「はがき新聞」をテーマ毎に分けて掲示す

る場合，一度スキャナーで取り込みデータ化した

ものを印刷し掲示している。この教師側の手間

が，生徒の作品掲示の機会を逸してしまった一因

でもあるため，以後注意すべき点である。 

図７ 生徒に配布した課題案内 
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３ まとめ 

「はがき新聞」の活用は，高校においてもまと

める能力や表現力の学習に活用できることが実践

の過程およびその成果物から示された。「はがき新

聞」の大きな特徴である「読み手を意識」した作

成が， 

・何を伝えたいか 

・どうしたらよく伝わるか 

を常に考えながらの作成に繋がったものと考える。

また，上記のことを行なうために，生徒は紙面に

表す内容を事前に頭の中で推敲し，他者の表現法

も取り入れることで，「はがき新聞」の質が向上し

ていく過程を見て取ることができた。 

高校における「はがき新聞」の活用は，書き方

等の説明を最低限に留めることが，生徒の自由な

発想を促し，様々な様式の作品作成に繋がったも

のと考える。さらに，作品は「透明ポケットミテ

ミテ」等を活用することで簡単に生徒間共有する

ことができるため，他者に見られるという意識が

作品の向上にも寄与したものと考える。 

日常的な「はがき新聞」の活用は，生徒だけで

なく教員の「はがき新聞」に対する活用の閾値を

下げることにも繋がった。「はがき新聞」の予備用

紙を多数保管し，教員が自由に活用できるように

したことで，教員が様々な場面で独自の使い方を

行なうようになった。 

体験するという面においては，「はがき新聞」の

活用から実際にはがきを書いて投函するという経

験までを生徒に行なわせることができた。また，

活用するはがき（63円の官製はがき）について，

投函の実践時に郵便料金が85円に変更されていた

ことから，生徒は22円切手を貼るという経験も得

ることができた。ＳＮＳでのコミュニケーション

が中心となった現在，切手の貼り方も「日々の生

活の中で学ぶ」から「教育活動の一環として教え

る」必要があることが，生徒の切手の貼り方を通

して筆者は考えた。 

最後に，「はがき新聞」の活用は，日本語教育や

多文化共生の分野でも活用されると筆者は考える。

その活用法として考えられるのは， 

・「はがき新聞」の作成に「やさしい日本語」を

用い，外国人との交流を図る。 

・日本語を学習する外国人が，「はがき新聞」を作

成することで，日本語の学習とともに，日本独

特の縦書き横書きが混在する紙面文化を学ぶ 

・日本の生徒が多文化共生を意識しながら英語で

「はがき新聞」を作成する。 

などである。以下に示すのは，2023年入学生が２

年次に「英語コミュニケーション」の授業にて作

成した，「英語での修学旅行感想はがき新聞」（Ａ

５両面）である。 
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